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設 立10周 年 祝 辞
研究所の将来を展望 しつつ
水 谷 幸 正
戦後,大 学になってからの40年 の佛教大学の歩みをふ りかえるとき,さ まざまな見かたがあろうか
と思 うが,単 純に区分 けす るならば,前 半は拡充への準備期,後 半は拡充期であったとみなす ことも
できる。将来へ向かっての発展を予測するな らば,こ の40年 は準備期そのものであると位置づけるべ
きか もしれないし,ま た,い ちがいに拡充といってもその中身はさまざまであるが,本 学の場合はど
ちらかといえば,量 的拡大に比重がかかってお り,内容の充実は遅れている,と言ってよいであろう。
内容の充実 こそ,い ままでが準備期であったと言いたい。
内容の充実にも,こ れまた,さ まぎまあるが,教 育条件の整備 もさることながら,大 学であるから
には研究内容が優先されるべきである。 この研究内容充実の一環 として設置 していったのが本学にお




と引き継がれ,所 員の各先生の課題研究への情熱的な取組みによって,施 設の不備,僅 少な予算 とい
う悪条件を克服して,か な りの成果を挙げていることに敬意を表す るのにやぶさかではない。
かつて 『社会学部論叢』第21号 で述べたように,社 会学の領域は間口が際限なく広 く奥行 きもまた
とてつ もな く深い ものである。言いかえれば,社 会学はすべての学問に関与すると共に,す べての学
問の成果を包抱するものである,と お もう。ことに,こ れから21世紀へ向かっての学問の趨勢は軽々
に判断できないにしても,社 会学の重要性がなす もの増大す るであろうことは問違いない。本学にお
いて,新 年度より応用社会学科を新設 した所以 もそこにある。両学科をバックアップする研究状況を




10年の業績はその積み重ねの一部であるにしても,斯 学の発展に少なか らず寄与 していることを自負
して もよいとお もう。
各研究所を統括して総合研究所にすべきである・とい う意見がかな り大 きくなってきている。本研
究所の20周 年には・成人にふさわしい施設になっていることであろう。本内容 もまた格段に充実する
ことと確信している。
記念誌 として,こ のたび第10号 が発刊されることになった。編集委員代表の野村博先生はじめ関係
各位に謝意を表 して,粗 略なが らお祝いの言葉にかえる次第である。
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